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▶モザイクタイル (回答番号：260101)
▶竹のフローリング (回答番号：260102)
▶透明なアクリル板 (回答番号：260103)

●申１月20日㈫まで ●問 ���デジタル推進課デジタル推進係☎49-7039

正解者の中から抽選で10人に1,000ポイント、50人に300ポイントをプレゼント

■ 牛鬼会議ワークショップ

●問 ��� (特非) 宇和島NPOセンター☎49 - 3563、市民課市民協働推進室☎49 - 7004

先月のクイズの答え：「石垣の照り返し」 (回答番号：251201)
宇和島は、「太陽からの直射日光」、「海面からの照り返し」、「石積みからの反射日光や熱放射」という３つの太陽
に恵まれ、良質なかんきつの生産に必要な条件が整っています。

ＩＤ：0114048

RUC POINTクイズ

Ｑ：明治44年創業の老舗旅館「木屋旅館」は、平成24年春にリノベー
ションし再オープンしました。その際、２階の床の３カ所に畳の代わ
りに敷かれたものがあります。以下から選んでください。

　令和７年11月18日㈫に本年度第２回目の牛鬼会議ワークショップが市役所で開催され、学生、企業、
NPOなど約80人が参加しました。「つながりで支え合える避難所を目指して」をテーマに、災害発生時、
支援者は避難所で何ができるのかを考える場として、事例報告、講習、グループワークが行われました。
　まず平成30年７月豪雨の際に避難所を運営した公民館主事の事例報告があった後、当時の避難所運
営について、避難者が地元防災士とルールを作成しながら自発的に運営に協力できるようになった過
程を振り返りました。また危機管理課から、避難所開設から運営に至るまでについての講習があり、
避難所運営の基本について学びました。グループワークでは、避難者と支援者それぞれが行動すべき
ことや事前に備えるべきことなどについてディスカッションが行われました。他にも会場には、鶴島
公民館に配備している簡易テントやトイレなどが展示され、実際に使い方を学ぶ機会となりました。
　参加者からは「さまざまな立場の人の意見や取り組みを聞くことができてよかった」「避難所運営
について考える良いきっかけになった」との声があり、今後起こり得る大規模災害に向けて、一人一
人が自分事として、被災者や支援者の立場で何ができるのかを考えるきっかけとなりました。
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